
『社会学研究』第 42・43 号（1982 年 3 月 25 日）

家坂和之先生退官記念特集「現代社会学の展開」

・「刊行のことば」　（斎藤吉雄）

・「最終講義　ジョン・レックスの世界」　（家坂和之）

■第一部　現代社会の動態

・「高度経済成長期の地域問題と農村―1960 年代を中心として」　（菅野正）

・「昭和戦時体制期の農事改良運動とイデオロギー―「庄内松柏会」と産業組合運動」　（田
原音和）

・「コミュニティ論の今日的課題」　（斎藤吉雄）

・「ソーシャル･ワークと社会学―その関連性をめぐる序説的考察」　（石澤志郎）

・「ある「常会日誌」から―山形県飽海郡北平田村大字牧曾根の戦中・戦後」　（細谷�）

・「港町の展開とその分類―明治初期から大正末期まで」　（高橋勇悦）

・「専門職業人の秘儀性と権威をめぐる一考察」　（八木正）

・「失対労働者層の階層形成過程に関する一考察―炭都夕張市における失対労働者層の事例
を中心に」　（中江好男）

・「四日市市の地域住民の意見構造―数量化�類によるアンケート調査の再考察」　（久慈利
武）

■第二部　現代社会学理論の課題

・「デュルケームの道徳教育論」　（佐々木交賢）

・「ロバート・オーウェンのキリスト教観」　（長谷川精一）

・「パーソンズとルーマン―「社会システム論」の批判的継承」　（佐藤勉）

・「行為と構造と変動―『基礎社会学』の所説と関連して」　（樋口晟子）

・「ミード自我論の視座」　（船津衛）

・「H・シェルスキーの社会学理論と「反・社会学」の展開」　（山本鎮雄）

・「生活の倫理（エートス）としての責任倫理―「マックス・ヴェーバー研究」ノート（1）」
　（伊藤順啓）

・「社会的ネットワーク論の展開―ブロックモデル分析」　（竹内彰啓）
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・「J・ボードリヤールにおける生産と消費」　（安田尚）

・「階級概念における所有と機能」　（秋葉節夫）

・「言語活動と文化的相対性―エスノメソドロジーの自然言語をめぐって」　（山田富秋）

・「G・H・ミード自我論の相互作用論的意義」　（伊藤勇）

・「サイコヒストリーの基本的枠組―E・H・エリクソンによる歴史研究の意義と限界」　（片
瀬一男）

・「家坂和之先生略歴および著作目録」
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